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令和 3年 5月 28日 

運動会係会あいさつ 

友野 

 みなさん、おはようございます。今日は気持ちよい晴天の朝になりましたね。リレー選手の人や応援団の人が練習する姿にも気持ちよさ

を感じましたが、その人たちを陰で支える人、例えば今朝の図書当番は心愛さんが一人で行い、その心愛さんの大事にしているカナヘビを

幸さんが面倒を見る、と言うように支え合っている姿にも気持ちよさを感じました。 

今週から始まった運動会特別時間割も今日で 5日目、そして、運動会までの登校日数は後 5日になりました。各学年、また、一人一人が

目標をもって取り組んでいると思いますが、その達成状況はどうですか。 

 さて、運動会は、大きく 3つの内容に分けられると私は思います。 

 1つは、かけっこ・短距離走、綱引き、騎馬戦、大玉送りなどに代表される「競い合い」です。ここでみなさんに質問です。 

「競い合う目的は何でしょう。」・・・「勝つため」と思う人は小さく手を挙げてください。 

先々週、5-2 が昔話の「ウサギとカメ」を題材にした道徳の授業の中で「馬鹿にされても言い返さずに、苦手な競走でウサギに挑戦した

カメの気持ちを考えよう」という問がありました。 

「勝ちたいから」とか「勝って見返してやりたい」という意見があった中で 

悠さんは「負けても自分の新記録をだしたい」 

愛純さんは「自分がどこまでできるか知りたい」 

と考えを発表しました。みなさん、悠さんと愛純さんの考えをどう思いますか。 

いろいろな答えがあっていいと思います。また、クラスでも意見を交換してください。 

 話を戻して、運動会の 2つ目の内容。それは、表現運動、望月小唄などに代表される、あるメッセージを表し、伝えるということ。 

 そして 3つ目の内容が、これから皆さんが行う係活動のように、運動会を支えるために働く活動です。 

 運動会を行うためには様々な係活動が必要で、その一つ一つをここにいる一人一人が分担して進めいきます。ちょっと目立って、おもし

ろそうな係もあれば、目立たず地味で、ちょっとつまらなそうな係もありますよね。そして、やりたい係になれた人と、やりたくなかった

係になった人もいると思います。 

 でも、どの係も必要で、誰かがやらなければ運動会は成功しません。このことを言い換えると、みなさんが行う係活動には、運動会を成

功させる使命があります。英語で言うと「ミッション」と言う言葉になると思います。 

 是非、皆さんにはこの係活動に、その使命感をもって取り組んでほしいと思います。そして、係活動を通しても、「かしこく やさしく 

たくましく」学校教育目標に向かって、一人一人が自分を磨き、「学び合いの木」、「思いやりの木」、そして「汗をかく木」を育ててほしい

と思います。 よろしくお願いします。以上でお話を終わります。 

使命感 みんなのために がんばるぞ 

運動会の 係活動 

 運動会では係活動も大切な学びの場です。係会の全体会で話した学校長の挨拶を

紹介します。子どもたちは使命感をもってがんばっています。 


